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一….Forest resぐ;u.rce use alld. envlronlllental 

problems: A抗日conon1ic 乱nalysL

森林科JTJ計酪:ニ関する研究
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主主 主主:公共ßfPうによる謀長以刈溺iふむ子;イ!~i (.C fll -~t しい議終手Ij)干i のありかたを切らかに

し，それをけく滋するための政策ヲ段受夜以ずるととである。ミ、おおふ森林てす店とJJ~t定とのか

かわりあいに〈丸γ、ぞあわせながら， (主;森林潔主主効!llの絞寸"'Ft'?.!'，ミまじい森林市Ij f!Jが;えたオベき

淳史終E号、ア的な rr主主~fi; ， (戸使誌の言了滋.ド侃の ~íJfJ~ttl: そりj限界および与〉五話料干互のた

めの政223主役に演して占((1な二号殺を加えたものである。

時究のねらいと授概

つーズ。アップされて cヘ札ィ1げ心な潟体平UJl1 itl. ji!i[と，ルとれに N~" づく f王将去IjJ誌のふ約士山J1j

してIJ lWi しに?なまってき犬。 こいつのも，州共Í<î と2 沼氏:火殺の期待手様化[ノ〉

t+fJ話経済のお;おお働長だ lナ!と初っていたのでは，社会的lヒ笠まし 1:'*右手本利用が災表i しないの

を求ゆる

し、くナよ均三、で h

こ、はないかとする f広告1 ;;:r~ ?ff; ~t .~) ~てきたからであるっ か点、る守山トε反映しず、わが!そ初}減税 d~nWflJ1Jl交は/に

tt.改正が予定されている l ノ予 まにお~f.!t，)f 自治.f.;~ も ï'l!. fJ (i)'.久林平ilmillírl〆勺fてよ滋?としてそれみ?';fl，の森林政策手

慰問しようとしている。

ところで，どのようなD~X:5.ttプログラムタ::J!. !J似と彩すさ L 九l，ì......"!も1:' 1J;切になるのはそのßEJûú'J な枠組1~::あ

る α H\U，Í'(!:;;とし、うと P 少なくとも

ましい森林正11]ちとは何か，それはどのようにして決められるか(1) 

建設しい森林平lJj;jf;よい;/j， Id.る:添付Aのも止でごするのか，ちし手れが市場険料、のも 2 で:て羽 L なし s

どのような政策手投でその実現Zをはかるぐぜかとすれば会

とのよなの枚討j)i l'分lごついて，はっきり三じた7ぷ与がなければなムない。残念ながら混在までの L とろ，

になか「Lていないように恐うり本織とこれに続くり~ 2 誌の:支援のねらいはp 上記び〉投開に対して筏済分好

;.� r J，.~示、，. ム品物
〉、ー弘司 '-...， 0コ-_) f'.~ つ(D 千五.l:ITd> ~;) 1 

rr !t1:巡森林寺li/iWコノ!;:J:'((巾主主 f'i' ， m 森林便誌の計泌j ， lV森林オ(，1'~U~丸

の 4 つの〈でから!点忍。Y.J T そのた容ぞf湾与ご史:約しておとう》

まず最初のふ'ではョ森林の!バj淡 f(']恕fjlnJ (~いわれるものの径済的な待l'iが捻ぜ ζ れJている〈森林生産

1973!If. g)'3 28 D 7i:JTIl 
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物のうち木材ーのよう江ものは私的対 って排ftrrn引と消?をするI1t) であるが，森:f*:r夜;有効

長iのほとんどは~ ~~;呉川' とほ無関係にきユ議(rJ)人々によって系図的に消獲される耳打?とよく

似た性質司会もゥている。さらに使jJ;:帰属の主W，J立からいうと~ i& 吾、 l土次のような{え分が iQjj[lである。

@ 純粋の公共時1 (潟市の先生産約森林緑地〉

寺号 登別化された公共対(森林のんに@土N:会空b~京)

G ぺ;1;私的対(.森林レe クリニLージョン〉

と 0) 3 ならず， l*呪 IliJ泌(::の i殺さやその解決の仕方に土;t、ても無視でさな

し、:1rt ~U~t，が存在する ο

;ク〈の:寝泊-主題は， -tJ;己の在)(;D6~'と関して資源li[~~}の政治モデルを作成 L ， ずべき尽

生経済学的諸条件とを求めることて温あるの社会的lζ望ましい森林平[J胞がゾUJ;ょするためには，私的)t1 ・公共討

のいかんを関わず， ff~lt(の生産物の jjn界的な l 単位の増加iと対して人々が文十よってもよいと XE\ う対任Ilîと，

そ Uコ 1
ヴ

イ~

イi!lí と限界愛汚とがすïlf!ififiî絡に反映し，

とが一致しなければならない。私的iれとあっては，各人の主観的評

して両ヲ号、は脅しくなる傾向をもつが，森林の環境効系

ば市場の交換過程lとmわれないから~ fi時 J号、均三 るという係}夜はないのである。そしてことか

ら，私経済的な'iQましさ しきとの~rGf，1ffi :bs~t ，けT s J輪日と、Y'~
守山口 d、 る。たとえ

It，者lí7ìfJ点での王手、林緑地ば7行民の総への吟iい喪主夫lζもかかわられ部 i-!-i .ft: v 工淡イLの逃玉去、で良一日と交わ

れてきた o カ，森林レク l; エ…ショ

よる

ノなさくとも 9

し主

るととなしに観光Hi]発去えさめている。さらにp 殺の効用がいかに

ためだけに、ぷふ体を保全:しょうとはしqいであろうの

公的な森林平Ij照計郊の諜怒;丸訴後十えのこうした欠陥をカパーし} ~';J:しいえ泳材不U J1J そ政策的;と災現

することである。との認，令，森林原;灘効果:こ対する人々の滋好が!Ìí.~易{而格のような形で ~lli5J-てされないとす

れlまp まずそれを{イらかの -;Jit~CKf: ):t しなければならない。ヌ 4引のl1Iでは，森林事j況の分野における受]jJ

俊之ら分tJî白 0)1洗伎の成果を概観しs その可能性と限界を;討議する。悦益:ìJi.!ûliがり総なのは，環境裁J!誌が明確

R.st~~でき 2 しかも ~~irii:者の iji[\凶がはっきりしているものに限られるつ純粋の公共!なに近いものほど，ß@誌

の計部!と ~H出力主主?グかしい。

したがゥて， IlßTlY林の投j@;Jd宇佐， Z号 JII{;rrlr存分析で決定するのは展度iC 1Jj1{1i~でおり， J)I]心コ主日正よから緑地の

シ l:，")v .ミニニマムがきまるごとになるう。そこど〉イ庁保には公有化政ff)'!;~ 1 炉心 iとなると思う。また森林レクワ

ヱーションにおける られ，林;誕生肢の外[;il効泉を内部{じするに

は:来初~ ~ t]}} ドjj命政策がある程度有効で品うろう 3 この fflTI活;土 ずる。経済混誌の

点jJ;}にたった森林Jどi'lのみ容については，最後の引とノ:J~è;れていろ。

ヰミ械の概要はJ3l じのとおりであるが，長ずるに， るそ門主きの 1 つ

である o FI~J ~*羽のように， ì浪られた与をf{;接的乙工務正lJhsr討にどのように必〉すべきかとし 3 う問;l邸主匂ォー

ゾドックスな路i劣恐;おの中心課題であり，務綾なttîf!liすみが i詫im されてきた。これ，ら (DJH~論にいくつかの欠

焔はあるにしとも s も立会的な論湿の枠組みにおいて9 しうるという点

マて;'1.:;ト -.nコ ρ'1，.，
、 1;0、多グ-j" I'l! 

続きよりも，

る。そしても今日とくに袋求され、てい毛の札森林初用計♂!のおBかい'1"'

はあるまいか。 1設jとドの公益性をめぐる;ぬid誌は燦んでお之、が，

経済足立論による怒J1Jl. J/i:::jミ i 分なため，基本的な;定概念の混乱，森林伎主主心安易な言 l' ilふ
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「自然界の f~llî錨ある 沼53!J ♂jな私有化が困難-jþ~ または不完全にしか私有化できず，したがって

市滋Jごおける交換遇税のなかにうまく入りとめないものをさすο との孫;資源のなかで典Il1的なものをあ

げるとすれば，地球を蔽う大気関，水域，複雑な生態学的な体系，および空間的外忽のある i!{1J溺などで

あろう J (KNEESEW p. 293) 

らかに共有的資総としての環境の」泌をそなえている。なるほど及、体ば私有化され，市

場プロセス lζ総み込まれていることが多い。-" !ぬ共有的資源の範囲から泳1説しているかにみえゐ。しか

し，夜、有化やfH湯での交換の対象になりうるのはき森林が木材のようえrifl、[出荷量費財'の生産と底援が;びっく

|浪りにおいてであるの森林生態系が本来もっている，すべてのiI則自ある鼠'[1::ißr!rJ}，1プロセスに組み込まれ

ているわけではない。総み込まれないで残された郎分が森林の滋域的側首jを構成する。そして，これがも

たらす諸効果会森林の「潔境効果」と名づけよう。務部のいう問主主的効用とその内溶において同一であ

る。従来p ほかにもいろいろな名称が与えられてきたわ

たとえば， したものが比較的多い 1 作fi格づけさ üないJ!1

とサーピス J unpriced good日 and serv.ice (WORRELL3SJ) , r 販売できない給対J unmarket乱b1e thing 

(DUERR6ワ， ['非 fl1)認がJ使主主J non-market bene:fits (JOENSTON ら12>)などがこの系統にはいる。 ドイツ*

の文献でもfT\j'場能力のないj 必cht-marktf詮hìg とか， r評価不械なJ unsch詰tzbar といった

あてら;fl てきた。また， るととろから， と IX別して「係形の使

主主 J intangible benefits あるいは「鍛]間合 f'l'J immaterielle Leistungen ともいわれる。さらに多数人

の共同手IJ 誌をう主主主と呼ぷならばp 森林のì~~J:立に対する働きは，まさに「公主主的機能j でおり， E~1D RES8ì 

lふ住民lζ対する森林の保安I:.，俊康 L 倫:mu:の諸効来を「福利作JlIJ Wohlfahrtswirkung と名ぺけ

た。また DIETERICHð ) は林業の機能を論じたさい，社会的機能p 木材生産機能，労働機能および;加積(ま

1'~ 機縁の 4 つをあげ，閲兵およびHlJ:保全に対する森林と林業の作用を包括!ノて

Soúalfunktion としている。

さて，森林の潔j免効果がTh場儲1ちを形成せず2 しかも公主主性が強いとなれば，その供給IC隠して公共部

Fうがある程度の}\tf_f:を負う乙とになる。第 7 Wltit界林業1:fK会議の策 6 l J}'{が入って

し、る。

f森林の~tg主的機能 productiv忠 Íunction fむ……ャ般にはィ(託業 ~gi 的な;窓W~での収入が支出に等し

またはそれを超過しなければならないという条件に:支配される。森林の保全:的@社会的サーピス

protectiv記 and socia1 services のいくらかは生産約機能と一絡になって非計i倒的@偶然的 ~C利 fjl可能

になるかも知れないが，……しかしとれらの諸機能は会共が!な努力，普通には支!討の行動と公共文出に

よってのみ滋切に保読されうるものである i (Sevcnth World ト、orestry Congress, Commission VI, 

1972, Buenos Aires) 

いずれ lこせよ，従来の文献にあらわれた諸家の規定をとのように列挙すると，

げる，いくつかの側部がおのずと浮びあがってくるであろうヘそれは歩 いう集合的消費財

co11邑ctive consumption goods ないしは公共財 pub1íc goo� IC非常によく似ていると思う。一般に約

半周認としてiまいずれ必用いてもよいが，*稿では環境劾泉という表現を使うとと;とする。なぜなら，森林の防接的

効用の大部分は潔淡としての森林生態系の働きに由来しているから、であり，また環境を KNEESE のように建築する

ならばき諸家の規定にみられる非市滋性や公主主役などの特Eさをもすべて包含しうるからである。



ití，持 {'Ijm計 ú;むに fy'Jずる研 (fI1; 1 ﾝ!D (弁!';持) 一目。

*~~úJ公Jtnj'(ふ Ù\j:8' いう 2 つのイ:f;:æ~ によっ七 s pnvate con. 

Sllmptﾍon goods と I?:i!りされど， (今)\:ら.1.1)箔 7 よ )0 n~Jj:~の H~~!、丸投とは，ある泌がi制寺に多くの人

びとによ二てと?滋的資:されることをいう。私的!はではある;司会だれかが♂ lヒ遼 n:jY'lすると， 111'，の Jお，かその

分を il'j 1'i:-4 るわけにはいかないが，公共主であれ(，:;，[11-の i店法在めぐる ?{ltl-'(lういは生じなし人〉また役者のお!工

ぬ不十立総'\!iというのは， ζの m訟をそそのW! !))i~j法

司会支払ったおだけがm裂でき?;=:払わだ

と l立!!\~ ì立:1 'Í1よ;と打y~~j される。

γ 手並立>IUと土?けるう〉析 iふ /九;ぷろミø i:;;;l[,J.u,'i'J (J: 側 したもじγであるっただ，ノな共;ほといわ

れているもののなかには，純新川ノふ入tl:l' f!:(j'vで江く手私的防こJji~ 、ものもまれており，イ【iJ らかの分JJÍ_そ

:記、裂と 1 る αnt号、18) (~仁 ßE.t主ツ:帰属(~: (, ..)う i')ü\Zから公JU司法ぴ 4 つの年(Bちゅうに区分した。

イ〉純科i な公共P;j |二百 ~J:;:りの?とi羽生、).排除不 ij能性が.IÌ&泌にあて l、t まる。すなわち各人(j) tli史的評ÍIi日

(D;;三認にかかわらγ争/、千返すゴ u-yr1 'tまされる射をいう。 民山乙i土泌す川 Jず:スやおJ等教 ft o.) ザ F ヒスな

v 
'--ι、

ロ〕 ドl[iJJ%イヒささもfごろモ;H' 純粋ハ共I);y と:、よったくは もつが， 'らふ{間人!(，そのよI)!)記 i と )(1)， じていな

い I;R i))そのサ ヒ、ス ;ζ ，~:f.)ずかれないという点で，Dîなっている。地方自治体o) ;ì{i~úLl と淘;\11するものが3:~

v-"o 

ノ、〉ゐ[~~f]lJ化:された:川おけ j:，;)付金?から k;~， xj~(令交けるけれ，ど，そのす♂ピス 0)物nWJ:鼠;ふ各

どによ勺で11込なっており， しかもちノ久は ζ れそL勺ド除することがだきない。たとえ:ょ

l!t次的 ii ゃがんがし、の fごめのダムカヨ ctuζ人る。

ニ')じ私的対 ととっ仁成;会1花沢カ;，Uf:!3_.と'ðうる ~Ó，~C~私的!討に1迂 o" iJ~) そのた弘氏が?V1'1111: -~J- るかしない

かのどちらか1，(限られていたり， ìì行'xlitの返}F~~口11]阪があゥたりする場合である:.) !r{!法道路や欽i誌な

どっ

も fJI議1T}協のぴふ:、jy:. ら Lù=O) Iλム?ながり総でぬるの ßrßrfJJ'のノ/りた;誌にぴったりと談、~ ?るも

のがあるかどうか{まっきりしないが，般;~{~2: 1:災後):/ス どは， )ムい Jtll:liZ lζ

またがっでいるから，イ〉の純ちゅうに入るかもしれない<> ?$îldえの級料品Rl1t~土 HfJぷイじ ç~ ;(Lた公共ntの代

1;(1Yうといえようのただし"住人の J之以るリどスグ>Hl がねf1t:J{tj所によって izユ ~J>-lぺ I<; っているとすれば，そ

のN~ りで法Jjijil;された公共ld の主いくらかもつ ζ J-:: ~c. ::よる》 コミ去にi!ki j;しつ !"SlJA京会事 ~t三や脱水'fmrtt~ か

ら交!ヅ詩人の手IJ誌は、 f;~凶w ゃむといっ り tôおされるとふでよい門したが j て，

131.1化会れた公共 !IJ といし=うる c また森林む v ク!j :L ーション梨!)'~I立添私的対に数えてもよかろう c がふ1ぅ:

などに il\かけるかどう力人ぱイ白人の自 EIJで 2b るからである G お1'[:(jUJlí巡がうまく {0)J ささえ

すれば} I~nn郊刊による供給もT'Jiitである〉かりに森t件、公のまわりに織を汁まりめぐらし， 去と L1:\!CD /,-" r 1 で

ノ\#~}料が徴収と告ると L たら， I沼 lit:シく“スの l決;託銀河〉営Jiff と防j じことになろう。

') 森林利用と潔境問怒

25 滋ちうとごit、Jîノj といえば，十五日rCDごとおT筑波，教育，燦，交ヌ、H.-: n'01:~ ~~l" ,_ 1.::" スなどにかかわる社会主f

.y¥:. ~を芯ず οζ才L ~; t，立 f\_!日\C');(I):識 ~(J tI1チノJによって没さ ;j1，寺令官;('j1されるも())~~ある u 似\九九段#EÍJ

泌:::，公共;れこ似ているとはいえ，そのたi:じ分は n 然。J広みに W.èにするヘ♂~i~~?R交がはかつて比絞iYJ2:~~'t\

* ':::X=: -iN8 丞 Jlむ社会的主主 l怒j三本および向然的共i活資本という fliii'ずでf;í{jャ?を瓜)]ìJし七いる。



林業試張主Jt~川「す'，:1長ノ!t tf~ 262 号、

であ..) tこ。人口が少な〈務次v活動の鋭校が小さいうちは，多少乱暴な~lUHiがfj なわ才したとしても，Ei1境と

人誌との安〉三しだ るようなととは伝かった。ところが，より多くの人々が，より多く

の lU やサーピス JJ:: tt二盗 るようにはると， ìW{#~ジステム iご過大な!3t泌がかかりはじめ，

顕在任;j"ることになる。

森林;f;Ij J日に関じていえばp 経済活動の ~~J. 速な綜7\: 1ふ L 
L~ ずnt;終

形の森林佼益lζ対する〆、々の需~Iを;予防ilζ 九泊めてきた。たく;えばとうである。 r~業化と都市 !tの過程lふ

lまぽ必然的;こ ijii~f!J J[j iD.ぺ院なき芝{じをと(0なう。池上で設も絞殺 i:;~主怒系といわれる森林は，名U.: コンク，)

トで ITIlめられたが;法物などに 1万台換えられたc 現在までのところ， これがノ\変良心ノヰ:_/y をIi立法符やかして

しちるわけではなし勺yt ~ fiii; �i tij; f'こ，ゴ させ，市民のjEj 1-と絞への飢

訟をi:tみどしているととは右足できたい。それ、ご jなくても都市住民の多くは，急速なネj 会変動に絞れ

おびえている。自然Rをより予言く求めるようになるのはおだれごあろう。だがかれらの願?と

ょrf!，T]Jの自然は H.. と火われているじいさおいプラストレ，叩シ J ン 0コとうじたIむよえたちは， レジァーを:};:

めて，森林抱 ζ殺到ナる 7)む ことにそこで待っているのは，はなはだしい泌雑現象でおる。観光

'iftiW(υ1) JIlliWﾚ ;:<;IJ HJが資源そのものの !dli悩をだめにい に他人の楽しみをモよっている ζ

(_になる。そして p 爆発的なレジャ 。ブ r ムは私的資ノí' 1ζ よる「尚子三」競争を刺激せずにはおかなしL

さらに l1;f; j之される。

またí;'i 汁料としてのぷ材任火:Nt ~こ~;~-とする o !:tJtE1学dーによると，効率的な/仁村とと践の!~青が

潟村:~~J:J2>\~~ )fとの単純{!~) /1'<:'ム~:\Ë化会もたらしたという。 凶土保全や腹水上の森

M:?会íJちが iß;下 こともあろう。 危険地主;?での宅J白造成がき二えなったため，災

認の起きやすい状主主が生みだされている。、主た p 水需給においても郊 f!:J の 1]\. ::r:):2.はいっそう践者になって

さたのとれらの在日ーからをへのJ沼tj;~i Ï'2J まるばかりご;ちるの ~i~か不イぞか， との 1-数ヰド:求〉木材需要の士院

lJl�) (ま!まと !'J ョ;[].，~仁きたから p ぶ十:村のよ的!え苧\?10求はみられなくなった c だがその反lli! ， 林業主k

阪の不j認は，在、材料経営のをもたらし， ti 材:(.f，~干上容の放3耗ひいては外部資本による村訟の質収会激

イ1てさ -[0 てし 3 るように思うむこれがー将来の十，材生夜のみならず森林の公設がj機能立問答vよるであろうこ ξ

)_>.-
Uふ，

!日!バ\ト
ノメ、 L.V_ノ uハ

字、ì-~-~ ~1f: くないの

iこ[Jのぷl ，H，j'，ぷ もなう社会的諸手長引の変イ与を1['111にして主

林干IJFI cJlilTJお 11な r!U]IU と J[.it;J)，\的 !Ji11iLiとが海総 lどからみあい3 しかもふ司社ふ系/ハ1i~.t~され;:. C ベ ヅj" "C ~ 

主主;枠への jtJj i-、げ)f!úf.l~がますまョおまるという矛)召した総誌与を内包しながら燦閲してきた。それゆえ芦別

象の AjI-jtごりそとらえて'.'4;えるのば若子危険q ことではあるが?分tFrの徒主 f~. ， とくにどベの 3 つの均n立を

区分してJFIずるととにしたい匂

eに~~':
\乙J 王政ii!ilr)Jc.ノコ拡大と部

(玄j
、..

森本ふレクリヱーション:こ主)る 紅会的俊民心 hf一人、

〈わ 休業牛窓正森11、示会民(とくに悶とiJt会淡能およびぶ泌~'!ii:J?ﾊ tj器、包〉 の

に ω うち(Dω(.J} し、 i ノゆる

なかかわりおいが問践となる

いるミコリマ之はない だれもプド Ur11 

,-'" ，~.司、ヴ l 、ァ
ピコ，唱しし v 心c. �. ~ 

f ,.-;, -;_._; ちア よ f
む 、， υ〉 くに.j.)\}

忌みど、) (2}Cj波う

さら :ζ く人目立正浅草主~t終与も) 自立 íj'j

レクワ江戸吟ションだけに限定さ i して

つては2 その供給がに:裂にくらべてm~
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たと盟、う。もしかれらが企業家110な玉虫念にしたがってp 資本を]J!.物ではなく購m.カで考えでいたとした
h 

bt れている限り，森林を略奪してありったけの価値を選手うことに，また子々

孫々まで不毛の地会残すごとに{ぱらの心痛をも感じなかったかもしれない。;弘主主と公益との'ijÊ離は後者の

ケ{スにおいてとくに矧表になろう。

私主主と公益との調和が可能であり 3 かつ調和すべきだと?る建前論ば，その時代の社会体制や2見突の経

営を重力かしている理念を然視するとき s 空協な念仏lこ終わってしまう判。うまく謝和レている経鴛がある

l'Z TIIT，社会的にき還ましくない正取材、利用が)ムく見られるととも否定できない事実である。公的な森林利用計

l凶とあっては，うまくいっている現実に対してではなし好ましくない現実の改装により多くの注:訟を払

わな切ればならない。とくに木材とと立立を支える している場合は，滋義的資任論だけです

まされないであろう判。 加えて今日では， U~誌の効用 J tと対する社会的ニーズが以前とは比較にならない

ほど域加した。夜、誌と公主主の対立はいっそう i%íAじするのではあるまいか。

立 最適森林利用の形式的条件

3. 摩当三経済学力、らの接近

しばしば指摘されることだが， [11土の狭小九、わがIÑにとって森林ほかけがえのない資源である。入閣と

森林と きを考えれば， との限られた資源をどのように使うかは) 1l'J.氏福祉を大き

く左右するほどの;送球をもつであろう。もちろん， る以上，人々のが;する対や

サーピスそ，だれも るのほ不可能なととである。所 i勺の資源がブ Jレ l乙伎わ

れている攻r合には》いずれかの対やサーピスの生授与をふや了と~ f[包のものの生産を減らさなければならな

い。{司を後うもし，仰を断念すべきかの判断はg いうより，~ま り方iと

ついての悩'[!.~1f.判断に依海している。

一般に市場経済のもとでは， Üli格をパラメターとする自 して， r何そ， どれだけ，どの

ょうえZ方法で生í[íiずるかJ という社会的な選択が，政治:などの指令を待つことなく，いわば自

われる。たとえば，ある対の;市惑がふえたとしよう。供給が…定である限り， (illî絡は上昇し9 このような

Jl1の主主設は相対的にヂj

の生産を拡議するにちがいない。かくして人々の欲しがっている対の供給はふえ，この分野iとより多くの

がふりむけりれるの

厚生経済学では， Zま251自己分ω効率を喜子悩ずる レC ， r ，:主主主効率の監修 j と「パレート段通の;gl;準J

を採択するが判歩 この蕊汗I売を満たしているという あるといわれ

る。なぜそうなるのか。ここ ておとう判。というのは，次郎以降zで

ヰ1 苦霊場:問惑で l立体制j との関裁がきわめて返裂な論点の 1 つとなるが(都留SSl をみよ)，本稿ではほとんどふれられ

ていない。筆者の筏点~i!mgがりに繋 iニ述べられている。

米2 iJû lil の PLOCl!MANN もとのよなに言及して，生態学的にち経済的にも慰金な五五林別府を災現するには，笑務の閣で
なお多くの民主並な問題が~~~されているとと与を詳しく論じている。

本3 生皇室効やの認可ととは，抗hのし 1かなるi/J の渡 tl1 芸まをも減少させるととなく，少なくともある 1 対立) j!安出主主安増加さ

せるととは社会的に法1主しい，という命治iである。またパレート殺滋とは， flt1のだれかの効ffHifrt?\そ低下させるこ

となしには，どんな l 個人0)効Rlfl'ì燦そも高める余地が見[-jjきれない状態をいう。 ζの基準が満たされてし寸tl丸

fと猿効率の主主準も自動約に充足されているととが多い(立し~_i-18) 第 1 主主)。

キ4 本館の証明i立後の論議との関連で主主点だけを示したものである。厳密な託明はJ子生終済学のj索機的な教科書手p た

とえば熊谷15) や，\1~à:~-18 )吾妻ミ涼されたい。
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H口， Wi=u1 (x1, y1) ，' けり J U_{!(X(fj ;V{f) --! 

HF(x1 • f 也 xf}J y.l.; 。日屯十 y@)

リ (2;

日 (3)

となろ。，，1:\':[うの I1 にじむ!ノて i)li!日ポ O~ () lJ!(iy ，g ロ t\ �(fi)l りがりずりにの，日与え;1 三おり令 とれから」を

Wg:去!"たのが (3) :i\:にほかならない、なおパ V~;" つ必:手をぷ&るにはp 般の間人心主勺そ…勾iこ

して任ふ、の 1 (ii， 1 人の今一、fbぷ~~~説大にすれば

H' "'U1 (%1 ，ャ1)+ r/(;，げ，

斗 KF(xLI '+X O, )'l i の… ~_)'ü)

となり， f37 式とをったノ!l=u.:f;去の必長。られる。いずれの合

JP~t~~ {jt:Lc:コ仮シメずペで

り、ぇ

J 長ヘ ~，-めど必



262 -" lO 

また (ðF!3Y)!z' ~ととっての 2 Jtt i!!Jの限界代替おでおり 9f37 式の (au)/ð)り i(�'/:/� �) ~士，

(ðF!3X) は 2 社会的なヨ二盗7日能性 iill線における 2 J.j;l の間の淑界蕊it;::ヰ3である判υ 最適な状態のもとでは 9

かっそれがm~:}Jf.転争斗も --J1z していなければならな])}1)';'-，問 }i'j;\がすべての{別人について等しくなり，

い。乙れが(;3)式の総決[てJ í~r~1伝 L長であるつ

究会競争点f誌のもと寸:'[;:t，託子 t若手のいずれもがp::2以5と供給を均等しくさせる存主体~C共通の(í日織をよ壬

したがいながら~ <~自心不ij店主をjlliì ぺにしようと行動するであえられノたものとして，

とイ!!}ì f6イヒが詳しくなるように河川'をE詩人 L/ ， %U ろうつがJJf1の;üVí大をめざす消費:1~'&i 2 

2Mの限界転形手3と総務!r;が ~'.'f しくなふ rように同!討のノ生成設会さめるはずであ湖短大をめざすヨ ，i3i.ifl' tム

るつだから 3 名人が自分の平iJ波だけを治求していればp 知らず主[jらずのうちに，社会的にも議主しい'iïiBJl

配分がされてし、く。

J 記のそヂノレは?乙 44る単純なものだがs 日付〉数;土産 !h物のみた、らず， ![ィ'!'.l'JJ:i 5長を含めていくらだちふ

やすことができるし，また 1 JVifiilのみならず，多 J()J間 ~Cゎ作る l(t?m~、配分のそうー/レ;こ1!i:%ーするととも 1彰式的

iとほ悶殺なこ土ではなし件SC〉ただ、この干のとデjレで tUむずぺきととは 11と「最適 j とはい勺~ても特定

いことである。所iL}分配の災イ乙lと iむ1.':'てパレート長;!Ñ点の所仁バi:ぅ;、を híS誌とした相対的滋迎、て

数lと;r'Hrずるの社会下j会主[九J主主lぷ，I:rsをましいとすれは， EJr込分配そのものを公況ならしめるような政策捻

る J というi廷が，別;おこ:えぜらしていなければならない c 完:.1，; 2 (C 

j学会校法学寸己j誌が以かするためには守いわゆるうヒ合げ?の諸条柑がÍl ，lÙj たされていなければはら

る。ず，そのどれか

ようなものが人ってくどうであろうかD ま'，@~なことしから

ると， 'i)rl;弘メカニズムによる主主総の効ζキミノな配分はほとんどで汚なくなっ、としまう?以ドの 3 つのjs

活乏しい.11;)i，平Ij)刊の形式的条件を提示し pでは，森林涼滋支h一以の沌衿公;1も則的な仮ij 訂 ;ζfた長4 あわ 1J_~ ~て?

にどのようなJr~みが/止ずるかを切らか 1 こしよう c誠実の市議機構にゆだねておくと

都市域における森林綴士患の最適水準

話rIïやドの没姿与あらためつ75忍識されるようになっ 7ピ *40 けノト緑るにつれて9

r:il(土人 r.:tγごくめつくされた{frS:iJという砂漠のなかのオアシスであるともいれれているの郡山守木は r! 三き

'! v\~コ 1 ， γ1 、 Z1f
、九 J 、吋山一よ:: rそ主，ふれあ勺 ζ とのでさる J詰;i:'ïTf .8.に!こ J!.i ljl: L/，かれら

おなL， '~C 1')1;淀川 J る L 寸立 f ~-~~ {i>:: {(j え 11ヰぷ lノ三し、る」とも 1!l千世.i! 一、
宅一 1 

」、りご，，，ア
)

1
r
h
 

え lま含気象泌総CD緩、公:どの緩和含í'iF!h災合((})IWJL，ュ4tj lri{~~':1~ cD 依余などがそれである判。

な森林緑地は~~#1効果の矧まりのようなもの\二経済的な民1， 1 でふこよう;こ，

iてとしては糾山↑!江主化 '5 Li~) よ

*1 分りやすくいうと平代後;:.f~ (~-:は YH止を 1 立こずる代償として、奈人が断念しでもよ l.\ と思つ XIH

の[設であり p 以色彩とは， Y J!tを 1 ヰí.-fiL治1もするためにご!.Ji'3[i で 1ムツi になる X対のよ止をいうの

*2 "1' ン夕日テンポフノレな氏以京:~:iトの.:.(:は立j' 2 Wl1ごてにぺら才Lる。

本3 /:しくはケJi; り 11) でと芯:以のこと c

ヰ ι1 将休会 r人仁三、の米間ず忌んあるいは討会的、じのおHi(n_~+ 以降i 戒の (.1.;( 乙， さまえさいま

な J[~'(:jl (メ)ている説作 j と絞殺し 2 その立そ1.'、効果(みどりとの渋.i~1\ ， つまりグ】!ーシ e コンタみト(1)効

L幻と対応効J事(毅tr~~fR念的効果) (ζ分けている。 J体主義絞泌iiif克服20)予 !-1:~ おにび\~r， 1 立第 líむをみよゃ

、も これら効}r{の;主体的な:'~宅~では，将来絞済研究FTj.2引における蜂経のi命前 f告書 2 京第 2 :1仰を参終吉れた

らど '0 
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的な'1\害."ÐI llIl線D となり，限界費用をあらわず

九 供給路線S とのう己点てな最滋条内ニが満たされ

る。各il~主主者はここで成立する 11m格?と，米

iと対する各自の限界評価が等しくなるように

購入量をさだめ， 主主践者は限界生産費と価終

との均三与をめさf レて;~~tU:薮を決定すーる。
\2) 私的 ~1 (b) Jj}. 

関 L 私的Htと公共対の需主~llii線
イル }'J 

~J i 、ノ 9 た、
し

りすると。 き p 新たな悩協が成了えするだろう。 m焚授や会:産者は ζ の{尚格

に対応してs ふたたび自らのn;gîgtt止や注点。;震そを Wtd撃する ζ とになる。

しかるに歩公共財(凶 (b)) にあっては， されp ζ Cij)話会合〉供給 ilÈ i\息 S との

れるわけだが合う〉将fnねな irï}ffi) .j'聖 H'iのもとでは，そのゴシiJ1の依誌がない。ある

市民は 1 つの公開の設i鐙 lこ 100 FrJ支払ってもよいと思い， H\JQコ i lJ氏は 300 fI]j之官、おうとレていても， 100 

円分とか 300 PJ分とかいった公U\j心分割線入は不可11]旨である。各人のi淡界会!とイ組合集計するメカニズムが主主

4とされるけれど， f;f場機構はとのメカェ/.ムをよぺく。したがう

両 Lliiにおける情報のフィード・パック止前2きができなくなるのである。

あらわれず，箔給

る。たま fこ

もそれが公共財としての性格をそなえている限り IWJ易機棒は線地のÎl1正保に失敗す

ある DJ'1 人がかなり設とまったノまい?レをもっていたとしよう。別lζ林業生窓会行

なってし、るわ(づで!まないが， 乙 もたらしているはずである。し

かし，そのような手111，みのノたきさを君主認する子ょ交がなく， したがっ とはならない。

おそらくかれもまた， A 分の森怜から{すがしかの間接的効丹1 "2:-f!:}ているであろうが，関係市民が手交する

全体の効iH にi七べ1'1ば，きわめてわずかなものである。部TlTの人口がふえ，院議活動が盛んになるにつれ

て，任むや C)f')i JfJ Jt!1として貸与なり売却してほしいこいう~)j~は当然強まってくる。この磁の芸:求の~!\lさ

は{吉地料や l也イd.tî O) .1_jq.会となって現われるけれども，森林の保有とをねがう一般市民の邸主主は，市場をとおし

ては反ろとさ i1""l， 'f! ， 寸!.いぜし、総j~~ JtiffpJ 日)ょっな)f;でしか顕示できない。

lう，金銭のi努誌に負けたとしても市場経済のもとでは，かれらぞ:I-:;tぬるわ (j iC れ、かないのである。 た

ぶん総の効JHは-了々孫廿まで京交ごをなくなり 9 部 Ili ci)泌総イ己~ ~~見込!化はいっそうひどくなるであろう。

主占J干t(:lj!とみ i1ば，

勺F

く;>。

j1:の利益と引きかえに，大さ~ 7;;'社/ぷ(J1ft ミが発生したことにな

そこで考えられる 1 つの手段;ふ紋地を被保す心ために支払ってもよいと忍う額をすべての市民1Cql し

l:Uてもらい，その自発的な'iifイオ-iC ょっ、て，総iむを転JfJしようとする ことだ。寄付'鎮のf??

れはまさしく (6) 式左辺の対応1今である。しかし各人は汚分の~好を正 iÚIこ表明するだろうか。いった

ん緑地がiた保されノでしまえば3 だれもが等しくその忠広を受ける G 各人としては森林総ょ11~こ対する選好度:

をなるべく低く表羽して，寄付aの fëj_j1!をへらように行訪するだ、ろう c 確保できる緑地のmi績はゴ‘常に少

なくなってしまう〔私的対であれば3 米:ζ与える 100 PJ CDi別Ihを偽って 50 ì司としたら，米の消浸からシ

ャットずウトされざるをえた工い)0 t:J3主的?なイすにたよるやのかたもうまく行かないのである。 最後に残さ

れた道は，多をえメとほどによる政治的 ts.. 決定.íilli程にゆだねることであとつだがその場 fh 市lj{JSの忍(:@条件が



ど},,' "0  森林利沼計 nm .~( [}l ずる研究〈会'} 1 +[3，)む;

み fこされるとし、うよcll(~t、でよし

あろうむそのも初日う

i1í1HJik似絡の I);;f とともに/人会く 1よる。!0~;r~ 上だまだま所イ了していたという戸、げのf詩人j)ら の r\:t!'iぞ

受け取ることに~ 3; くの HT氏[，-J:;t:!J め切れない京会会活ずるにちがいないの都民\.'，1次の k つな司会j~，~~)~

戸咽

I 、

" 
i ヲ?なれ~1J!カ ;H~j， ~/れればを jJT1子おは森林ヴ況を思いとどし、ずれ Jごせi: ，

勺てー LHJμ:t;F~1[T';長!j o);t i殺 Jーして ~;Jb: p} なものdと A どうか 足立主l\l はー、j ;lj 、~~ j , C 主唱 5l i:FL，ごし、る c

ず、 iζぷと9 ろにとをそのオゴ吟こずる"ih.H:件以丸むしろ公布、 JIJ経ìÏ'i i内なし、

づm るごととそが，主アド:ド11!JJl!口〉条件?あとしイA るのではなしも;ケづと Ct1;ミT3，3) l). 32) i:; T1XJIJ訟のうち;(jj どっf

[ご車日 あろ ~'::"iη そ会竹京?のもの>、
】i，
F
 

g
 

才υ カーq}I~ふ ~C{立ノ七Ll\f されているため， /ト完1::な7打滋綴ゾで三約三って， mL将のおわれとし~ ?9Y .H}介前?に

てし 1 ると(: t立 ， .:(~X立できたいヰれにであおり，.品+".オミ;:2 みよ .t''>' ,'" 
j¥.._ ~'S (.よ誌とみ令，.，、たり

森林レクリコニーションの社会約霊堂照;). 

1川主 lノク IJ :_工 F ションi:iLtt'> 1こ U;~にどこり主主今11ぞ.:[)人!了JFj"jfOJQ) 1 ゥマある"滋 )tの?活;ぷ土Jr[年

アメリカで j 子なわれた1960 切れなくなコでおミEiζiFi/に i~J 予 J~~~ffの、林公民Jjさ?ブで Lt J さ iま

イf などの F-'l タトレクニi ャンピピクニック t _/'\.イ千ングヲ子?によれば，終段H の 85:ζ ない l〆それ以 t~ i:ß)

工、ワ\レ λ 、三 ~i-+' !、ォ叶，
Mノ、;7.~，，; '，'什 υ ~.-Jれていたとい弓つわがr~、;でち:工戸ショ

かが，森林利m 誇十í\ÏÌ Q)'，設設なれとなるであろう。の!日汁とお;~}}-(い初光潟 i!1がty-{[ オる j二し

ずも;ヨりその7(J~やはからなければならぬG だが，森林 t.... ~:'J 1) :1":'~.γ シサンには(~~ c)" ま

がfiぐうのでおる。

し/ ，ι つ οない点、林があっ坑たとえ ~J.) 行出訟の入IL ， をおで

~ v7 " 

ふりかヲ nfj:&\fu~はネグリゾノツレでおり，行のへI _l.Jtζ(>]-1))きしてずと生する:官;芝もどくわずかですむι つ

v_'、

るに *+1生以への孫{it~脅かいずれ十日だつようになるだろう 3 火淀川、1.1 • I.J }.~~'日ぶ 'i]

の交と:、授はかるための t1?f HtJi I~]をも必認になコてくる「、こ iL らのお!日はいちおう)己!立による討泌がで

、Jおり，行五I~ if{'~とUtu ，させるととも全く uに総とい 5 わけブ川はない。 JLrj'>たのはp

くない ftf;:r弘であるハ

マ;';;" "1' 
ζ ぐ〉る延長~げりこ「…らおン:))効ftl 、ごまれおおin:v，~Jえが機大 j るにつJi vて

〈 3 んの人たちがUIヂ1) でう。対怖の乙払いなしにだれもが'jべちに科i;9I，'で来レケこと /ß"C 会る!すれば歩

治されてp みんながぶりと景色のよい)1:R;þ!zllU;!f} iと烹1.1 9';:' "記長怜コ静けさは}"， /~~のごうぞう川、 L:A l引に

( -;~. L ")'~ふい
へ':.)~九千fj:iどいをするこシになる!"(~~でも p 人びとがれをぷ(6ó~C;i_n カ百七℃くるそのものがラ

ずるどく 7にし fてし三るし 1 う DASM川Niどることどぶってむ込'トえさ :{γンつあぞ jがり

(1VhSHAN 1.0) j=:!j~:v( p. 1.4.2) 0 

勺の日、 7 と ~g;::

、てーいと，ととだ。 7、こしかに p うどを iLîi九伎などのす-ス;ふ森林 γ

了1JI;に O_)jti ;tミであり， 会た 1/ ジ\" oy~、ミレみら;、ふやし Jてくえ L ち J"::S c; LÞ、し，づしが立てもうけの允氏dζJべ

ンョ>"心校

さミ〉 lζ(};g-ずべきこ正戎レクりぷ凶 υ ジ?ンがJ多く

自然と近代[γj仏i!夜を売りものどしりと， ;f3与 i，J;ミな波ニ\'"j)(ノわ予追をか会た'-はじめがかりな施設金作り，

との私ザーピスう 0)[丸念おく jなる。~f -j 乙

心J (ーヲ マ仇

ペたとえば， m;ul. 滋篠山う pp， 86'-'-.'引をみ 1; 。
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にえJ ずる料金だけだが〉ぞれJ1i にもっと/えさ しているとみなければならぬのわたく

LLv\~) 」ノぐ ったとする。 れだけひどくなるから， ，f1{;のすべての人た

ちに不効)!j f.))生ずる。 静寂で新鮮なな気の;ßlm的損失も免がれない。ま大 9 わたくしの手IJJI]する

-Li践をそ Iこなし九 るであろう c そのよう

負担しているであろうか。 1 旅行 Jていう行為がそれのそ〉たらす社会的費用よりも低く{司i格付:づされていろ j

(向上jJ. 143) のである。

昨今OJ別1;E l:!ß~m発に勺い、℃も IlfJt1lのことがいえるであろう。別荘そ求める設は，わずかばかりのい f:.Jむを

私的にドjjい jさひここによって l3 去にjまずる楽しみを排他的に手交しようとする ο 排他的に利沼できれば，

かれらは蒋八で対抗をjd込う G 来j刊が支払われるかぎ η ， 次々と森林を潔いあさり，こまぎれ

のうケ霊長岡IIや際jjnなく造成 lJていく。 自然は破壊、:~ tL，森林の[民会機能はそとなわれるだ、ろう。水対立ょJiJl も

包!と;J<_久的に不可能になる。:H:s}?:て対するこれらもろもろの滋;!~毛， つ vごし 1 る

だろうか。

それだけではないっ しかけるにつれ，またゾ市一j私設や別述tU!，ホテノレのたぐいが

まで Jl:がっていくにつれノて， il'l!J.プf 1:!，のある生 ìl':と滋支は妥結レてしまい， J!:.tI.切なも

てなし;立消えうセ， そして士認の(主1とは単純な詳集に]t，さかいもなくおもねる

のなかへと押し流されてしまうのだJ (!'"]上払 145) 。このように考えると，気杯観光の社会的費用はま

ととに]込二人、なものになる。だからこそ， fTf;il誌はえ~;'.!二の以営者という役割において~ -(jß-~，ÆKt 市民のi!xい

しでも，大所高所 7Y:' ちの施策泣とらざるさF、えない」と M，ISHAN ([('1]よか 75) はいう。

さで》森林レクリエーシ'ョン心社会的貧rn のうち} jJ:.r.磁現象がもたら昔:不完治丹j(とついて，単純なモデノレ

をか:いながら}2i:、 r'. C');考会習をlJ!iえたい。あるおïhのすぐ近くに A定 r!iih1( O)夕、付、があったとする。この森林で

i土木 H'it.!立が行なわれている切れど，同時にr1]1更にとっアば;E2米などにおける l附ーの戸外レクワエ{シ司

ンのi誌でもある cfこだ，がそれほどたきくなし、たんヘ ると，森林レク 1) 工戸ショ

ンか E 得る各人の lî1!JÆ.I庄は低下する。

そ ζで，次のような効用指擦をJtt~(I:: しよう。

tP~ … X) (1 '" 1 ，… ι\ 骨)

ただ、 L ， y! ij: i 議院の個人の可処分所得をジ;ヤ札、がは例入、 j が殺Jいですごす内問を必らわし， :G-i!ï下とに

「いてそれを合計したものが x であ名。すなわち，

o 
主 .%"1, ，・いも伺 ，，，'>…占。パ "，，<…リ………………"，-"....也…ぺ 7)

ま土 X" の治加 ~i 11;!fl 人 i (J) え';m 早川~'Tjめ ， X の治力!l i土ヨ:;ア効J司令{i:そめるから水1

とみてよい。

さでヲ il\\!ff{' '0Î 象のjj~~大(つまり X の増大〉は各人のè:I'~しみをへらすとともにp 森林での木材主主践活動

を阻害子したり 3 たりする f、とれらの出炎犠が貨幣'fiffi/fli.~[で表現されるものとレ乙焚

求1 f r;長:尽の少ないうちは ) ;-:i 業主?のiì'iJJLIが冬人の立hJHをおぜ〉ると井もありむよう。すなわち ôui/rJX>れしかし，

ある段[j?Nから日以/û_X，ぐ~O ，こ転化すると忍われる包






















































